
神奈川 1 JR線東神奈川駅ホームドア設置の早期実現に向け
た働きかけ

　JR線東神奈川駅（２・３番線）について鉄道駅舎可動式ホーム柵
等整備補助を活用したホームドア設置の早期実現に向けたJRへ
の働きかけ

都市整備局 ○

神奈川 2 多文化共生社会の推進に係る国際交流ラウンジの
安定した運営

　神奈川区多文化共生ラウンジの安定した運営に係る予算措置 国際局 ○

神奈川 3 新子安駅周辺の街の美化強化
１　新子安駅周辺の街の美化の強化
２　ポイ捨て状況の分布調査
３　美化推進重点地区の指定の検討

資源循環局 △

神奈川 4
医療的ケア児・病児・多胎児（特に別園又は三つ子
以上）が安心して通園できるための支援（送迎に係
る駐車場借上げ費用等補助）

　医療的ケア児・病児・多胎児の通園支援の制度化及び予算措置 こども青少年局 △

港湾局 ○

環境創造局 ○

道路局 ○

神奈川 5 臨海部における雨水排水施設の適切な維持管理及
び浸水対策

１　雨水排除計画の見直し、策定
２　必要な予算の継続的な確保
３　所管部署の明確化

令和６年度予算編成に向けた 「区提案反映制度」 項目・対応状況一覧

提案区
番
号

項　目 提 案 内 容 の 概 要 所管局
〇：対応

△：一部対応



（様式２－２）

担当者名 佐藤、鈴木 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 永井、土方 TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

横浜線の東神奈川駅は、視覚障害者が利用する施設の最寄駅であり、現在多くの視覚障害者の方（主に児童や生徒、学
生）が利用しています。利用者の安全性や列車運行の安定性の確保に向けて、一日でも早くホームドアを設置すること
が必要です。
【現状】東神奈川駅：２・３番線ホーム未整備（１・４番線ホームは整備済）

○東日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ）は、令和７年度までに横浜線（東神奈川～橋本間）含む９線区から120 駅程度につ
いてホームドア整備をすると発表しています。
○市鉄道駅舎可動式ホーム柵等整備事業では、東神奈川駅は、視覚障害者利用施設の最寄駅として、補助対象駅にあげ
られています。

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

ホームドアの早期整備について、令和元年７月に市立盲特別支援学校より要望。
内容：大口駅および東神奈川駅（２・３番線）にはホームドアが整備されておらず、通学時に駅のホームが混雑してい
ると線路に落下しそうになるため、ホームドアを整備してほしい。（大口駅については令和３年度に設置）

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置付けられているものはその旨記載してください。

鉄道事業者のＪＲに対し、ホームドアの早期設置について、都市整備局を通して要望しています。

東神奈川駅（２・３番線）について、鉄道駅舎可動式ホーム柵等整備補助を活用したホームドア設置の早期実現に向け
てＪＲへの働きかけを行ってください。

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 都市整備局都市交通課

令和６年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

神奈川区 区政推進課

411-7028

都市整備局

提案種別

予算関連

５年

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

1 ＪＲ線東神奈川駅ホームドア設置の早期実現に向けた働きかけ

671-2722

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 東神奈川駅の２・３番線において、可動式ホーム柵の早期整備が図られるよう、ＪＲ東日本に
対して働きかけていきます。

都市整備局 都市交通課

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 宮本、佐井 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 風間 TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等
・区内外国人人口は令和５年４月末時点の10年間で約1.53倍の増を値し、本市における同数値の約1.38倍を大きく上回

る程の増加傾向にあり、生活相談のほか多文化共生を推進するうえで拠点となる国際交流ラウンジのニーズは拡大す
ることが見込まれます。

・安定した国際交流ラウンジの運営のために必要な予算について、継続的に計上する必要があります。
【基礎データ】
　区別外国人人口（令和５年４月末時点）①中区16,626人　②鶴見区14,364人　③南区11,779人　④神奈川区8,133人

⑤港北区7,690人
※出展：横浜市統計情報 外国人の人口（令和５年４月）より抜粋。

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 ■４　地域懇談会等
■５　区民アンケート □６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・区内で多文化共生をテーマに活動する地域団体から、国際交流ラウンジの設置要望書が区へ提出（平成29年１月）
・神奈川区ラウンジ検討会において地域活動・教育・福祉それぞれの分野から現場の意見を聴取（令和３年度）
・神奈川区外国人居住者調査を実施（令和３年度）

生活で困っていること：1位 税金、2位 健康、3位 災害・緊急時対応、4位 学校・勉強、5位 住まい…
　　困った時の相談先：1位 日本人の友達、2位 同国の友達、3位 家族、4位 行政窓口等、5位 職場・学校の先生…

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置付けられているものはその旨記載してください。

・神奈川区区民活動支援センターを通した、地域活動団体や県の外国人支援サービス等の案内
・生涯学習事業を活用した、多文化共生をテーマに活動する地域団体の支援
・神奈川区庁舎内の窓口対応各課へのヒアリング及び他区国際交流ラウンジの見学（令和３年度）
・神奈川区ラウンジ検討会の実施（令和３年度）

神奈川区のラウンジに求められる機能等について、普段から外国人区民と接する機会の多い、地域活動団体や小中
　　学校等から意見を聴取
・令和３年度神奈川区外国人居住者調査の実施（再掲）
・神奈川区における国際交流ラウンジ（神奈川区多文化共生ラウンジ）は令和６年３月に開設予定

「神奈川区多文化共生ラウンジの運営に係る予算措置」
・「横浜市多文化共生まちづくり指針」において示される「日本人と外国人が相互理解を深め、共感を持って協働で創

造的な活動に取り組む環境」や、横浜市中期計画2022～2025の政策11「多文化共生の推進」を実現するため、令和５
年度に開設予定の神奈川区多文化共生ラウンジを持続的に運営していくために予算措置が必要です。
①ラウンジの運営に必要な人件費、事務費及び管理費（固定費：運営団体への委託料）
②ラウンジが実施する外国人支援団体等を対象にした各種講座や交流を目的とするイベント等を行うための事業費

（変動費：運営団体への委託料）
③ラウンジ開設場所である民間賃借物件の賃料及び火災保険料

【概算額】
　28,420千円
　（内訳）委託料 千円（運営委託費　人件費： 千円、事務・管理費： 千円、事業費： 千円）

使用料 千円（不動産賃料）
保険料 千円（火災保険料）

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 国際局政策総務課

令和６年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

神奈川区 地域振興課

411-7092

国際局

提案種別

予算関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

2 多文化共生社会の推進に係る国際交流ラウンジの安定した運営

671-3826

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合
必要な委託費等について予算計上します。

国際局 政策総務課

◇対応の内容

01151133
長方形

01151133
長方形

01151133
長方形

01151133
長方形

01151133
長方形

01151133
長方形



（様式２－２）

担当者名 越尾、太田 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名
鈴木、中村
（英）、尾﨑

TEL

一部対応する

◇地域の課題、基礎データ等
・新子安駅、京急新子安駅は、北側はバスロータリーを抱える大型商業施設を有し、南側は国道15号、首都高速道路及
び大規模な工業地帯を抱えていることもあり、通勤時間帯を中心にたばこ等のポイ捨てが非常に多い地区となってい
る。
・新子安駅と京急新子安駅の間の道路区域（市道）を中心に喫煙者が滞留するスポットが点在しているが、喫煙スポッ
トからのたばこの煙による受動喫煙も問題となっている。
・地域清掃及び歩きたばこ防止パトロール等の手段を講じているが、環境改善にはほど遠い状態であることから、区民
協議会、地区連合会等から改善要望が出ている。
【基礎データ】
　JR新子安駅１日当たりの乗降者数　19,519人（令和４年時点）※出典：第102回横浜市統計書
　京急新子安駅１日当たりの乗降者数 6,969人（令和４年時点）※出典：第102回横浜市統計書
　歩きたばこ防止パトロール　巡回数：26回　声掛け件数：542件（令和４年度）

■１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・喫煙禁止地区の指定
・ポイ捨てを行った者への指導・取り締まりの実施
・新子安駅と京急新子安駅の間の道路区域（市道）の環境改善及び吸い殻入れ・警告表示の設置
・喫煙スポット付近の受動喫煙対策

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置付けられているものはその旨記載してください。

・地元企業及び地区連合町内会との地域清掃（月１回）
・H29 路面にポイ捨て禁止ステッカーの貼付
・R4　ポイ捨て禁止横断幕の設置
・R4　喫煙ポイント付近の花壇外壁改修（座り込み防止）※神奈川土木事務所施工
・R5　委託清掃回数の増（R4：24回→R5：30回）

１　新子安駅周辺の美化を推進するため、委託清掃回数の増、周辺住民への美化意識の向上を図るための警告表示の充
　実化及び喫煙者の滞留スポットにおける環境改善、受動喫煙対策を強化する。
２　新子安駅周辺のポイ捨て状況の分布調査の実施。
３　将来的に喫煙禁止地区へ移行することも見据え、その要件である美化推進重点地区の指定の検討。

（概算予算）
     千円
神奈川区　：委託清掃回数の増（   千円）、周辺住民及び企業への周知・啓発強化（既存啓発予算で対応）
資源循環局：ポイ捨て状況の分布調査（     千円）、美化推進重点地区表示看板（   千円）
◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 資源循環局街の美化推進課

令和６年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

神奈川区 地域振興課

411-7091

資源循環局

提案種別

予算・制度関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

3 新子安駅周辺の街の美化強化

671-3817

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合

路上喫煙とポイ捨て対策として歩きたばこ防止パトロールを継続的に行います。また、区とと
もに、駅を利用する周辺企業等に対して、区や地域が実施するポイ捨て防止キャンペーンや清
掃活動への参加を新たに呼びかけるなど、引き続き駅利用者等に対する喫煙マナーの向上やポ
イ捨ての防止を図っていきます。美化推進重点地区の指定については、課題の解決に向けて区
や地域の様々な方のご意見を伺いながら、指定する区域や期待される効果等を検討していきま
す。

資源循環局 街の美化推進課

◇対応の内容

01151133
長方形

01151133
長方形

01151133
長方形

01151133
長方形



（様式２－２）

担当者名 山口・牧野 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◇地域の課題、基礎データ等

＜現状＞
〇　令和３年に医療的ケア児支援法成立し、翌年度に「保育所等における医療的ケア受け入れガイドライン」が策定、
　　令和５年度予算が拡充され、また、医療的ケアサポート園制度が新設、市内12園が認定された。
○ 市内に病児保育施設は25施設、病後児保育施設は市内４施設用意されている。
＜課題＞
○ 【医療的ケア児】支援策が充実し医療的ケア児サポート園も設置された。しかし、区内２園のサポート園は横浜駅

近くの近接した立地となっており、区内のどこに住んでいても通園できる状況にはなっていない。今年度、駐車場
整備用の補助金は拡充されたが、横浜駅周辺にそのような駐車場用の候補地を見つけることは困難な状況である。
医療的ケア児の中には、人工呼吸器を使用するなど、バギー等を利用して移動する必要のある子がおり、今後、
医療的ケア児が安心して通園を可能とするためには送迎支援が必要。

○ 【病児】病児保育施設は区内1か所で、区内どこに住んでいても通園できる状況にはなっていない。病児の保護者
には運転免許を持たない保護者も多く、突然の病気に慣れない中、初めての病児保育室に送迎する必要があり、
病気中・病気の回復期に安心して通園を可能とする送迎支援が必要。

○ 【多胎児】多胎児育児はさまざまな点でリスクが高く、負担感を持ちやすい傾向がある。特に２歳児は親の負担が
大きく、多胎児を抱えた保護者は通勤ラッシュ時に複数の乳幼児を安全に送迎する必要があるため、送迎支援が
必要。

＜データ（全市）＞
医療的ケア児受入状況　現在受け入れている園17園（2.01%)過去に受け入れた園49園（5.71％）受け入れたことがない
園781園（92.21%)（令和３年度こども青少年局保育教育課実施アンケートより）

■１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

○医療的ケア児を受け入れてくれる保育園や幼稚園が増えることで、生きづらさを感じにくい横浜市になってほしい。
○病児保育園は遠くていけない。（窓口で把握した意見）
○多胎児で別園になるととても通えない。（窓口で把握した意見）
○多胎児（三つ子）の保護者が実際に通園している様子から、大変な様子だった。（地域で把握した現況）

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置付けられているものはその旨記載してください。

＜神奈川区実績＞
○７名の医療的ケア児を区内認可保育園で受け入れ中
○２園の医療的ケア児サポート園が認定
○病児保育施設は区内１施設、病後児保育も区内１施設

医療的ケア児などの送迎に係る駐車場借上げ費用やタクシー利用料金の補助制度の創設
①【医療的ケア児】【保育・教育支援課】
駐車場借上げ費用及びタクシー利用料金
【費用】25,000円／月×12×医療的ケア児児童数（令和５年４月１日入所決定数は22人）＝25,000×12×22＝6,600千
円
②【病児保育】【保育・教育運営課】
タクシー利用料金
【費用】R4利用実績に基づく積算：利用者9,715人×子育て世代の免許を持たない率8.9％×50,000円/年＝864×50,000
＝43,200千円
③【多胎児】【保育・教育支援課】
駐車場借上げ費用及びタクシー利用料金
【費用）25,000円／月×12×多胎児出生家庭数（出生数×1／２）×２年分（令和２年出生数467人）×保育園通園率
（約1/2)=25000×12×233×2×1/2＝69,900千円

いずれの送迎支援についても、実施にあたっては、保育対策課の保留児への送迎支援策で活用予定の「GOアプリ」等、
DXの活用により、区での事務負担が増えない対応を希望します。

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 こども青少年局保育・教育支援課、保育・教育運営課、地域子育て支援課

令和６年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

神奈川区 こども家庭支援課

411-7059

こども青少年局
14区（鶴見区、西区、中区、南区、港南区、保土ケ谷区、旭
区、磯子区、港北区、緑区、青葉区、栄区、泉区、瀬谷区
一部賛同区含む）

提案種別

予算・制度関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

4
医療的ケア児・病児・多胎児（特に別園又は三つ子以上）が安心して通園できるための支援（送迎に係る駐車場借上げ費
用等補助）



◆局回答内容

担当者名

古林(保育・教育支
援課)
武田(保育・教育運
営課)
野田(地域子育て支
援課)

TEL

一部対応する

671-2397(保育・教育支援
課)
671-3564(保育・教育運営
課)
671-4157(地域子育て支援
課)

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合

①【医療的ケア児】
令和５年度から実施する新規事業の「横浜市医療的ケア児等の受入に係る民間保育所駐車場整
備補助金」の運用状況、保護者の送迎状況の把握や園からのニーズを検証し、引き続き、保育
所への支援策を検討していきます。（保育・教育支援課）

②【病児保育事業】
神奈川区においては既存の１か所に加え、さらに１か所整備予定となっております。現状、送
迎に特化した支援は検討しておりませんが、より多くの方が利用できるように、計画に基づき
新規整備を進めてまいります。
なお、第２期子ども・子育て支援事業計画（令和２年～令和６年）において、各区１か所に加
え、ニーズの高い地域に２～３か所目の整備を進めることで、令和６年度末までに29か所に拡
充することを目標に掲げています。（25施設　令和６年１月末時点）（保育・教育運営課）

③【多胎児】
多胎児家庭への移動支援事業の事業化にあたり、利用目的や利用頻度などの課題があり、引き
続き支援策について検討していきます。（地域子育て支援課）

こども青少年局
保育・教育支援課
保育・教育運営課
地域子育て支援課

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 遠藤、長崎、志村 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◇地域の課題、基礎データ等

　神奈川区の臨海部（恵比須町、守屋町など）は大正から昭和初期に埋め立てられ、道路部分については昭和９年頃に
当時の土木局（現・港湾局、環境創造局、道路局）に所管替えされ、道路認定されています。道路には雨水排水施設が
埋設（約2.7km、φ200mm～900mm）されていますが、下水道法の認可区域外であることなどから公共下水道に位置づけ
されておらず、道路からの排水に加えて、民地からの排水管が接続されていることから道路排水施設としても位置づけ
られていないため、所管局不明の状態が長年続いています。しかし、道路区域内の施設であるため、道路管理者である
土木事務所としては日常の維持管理を行っていますが、「排水施設の位置づけが明確でないため、民地からの接続協議
に応じるための根拠が無いこと」、「施設整備後80年を超えており、計画的な修繕を行う必要があること」、「所管局
が明確でないため、排水施設の不具合（詰まり、破損等）が生じるたびに、予算措置について関係局との協議が必要で
あり、迅速な現場対応に支障が出ること」などの不具合が生じており、適切な維持管理が行えていない状況にあり、鶴
見区や中区でも同様の課題を抱えています。
　また、令和２年には緊急対応が必要となるような管渠の破損が見つかるなど、道路陥没につながるような事象も発生
しており、道路管理者として安全安心な道路空間の確保が実現できていない状況です。
　さらに、臨海部の雨水排除計画及び既存排水施設の処理能力、道路や民地から既存排水施設への流入状況が不明確で
あることから、適切な雨水排除が行えているとは言えない状況です。恵比須町は、京浜臨海部マスタープランに位置付
けられ、まちづくりや防災・減災のための基盤整備を推進していく地区になっていますが、海域への排水施設の吐き口
が潮位の上昇時に水没することも影響し、集中的な降雨により道路冠水する事象が頻繁に発生しており、民地内での浸
水被害も発生しています。

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
■８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・大雨時に道路が冠水するのを防いでもらいたい
・道路冠水に伴い道路より低地の民地側に雨水が流入するのを防いでもらいたい
・民地（隣接企業）からの排水施設を新規に接続させてほしい

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置付けられているものはその旨記載してください。

神奈川区運営方針：Ⅱ ３「安全・安心なまちづくり」
１　日々の道路パトロールや大雨時の現地確認を行うとともに、必要な箇所の補修工事の実施、陳情に対する迅速な対
　応等を行っています。
２　適切な維持管理の実現に向け、関係局との役割分担等について協議を継続して行っています。

【港湾局、環境創造局、道路局】
１　雨水排除計画の見直し、策定
２　必要な予算の継続的な確保
３　所管部署の明確化

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 港湾局政策調整課、環境創造局下水道事業マネジメント課・管路保全課、道路局維持課・管理課

令和６年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

神奈川区 神奈川土木事務所

491-3363

港湾局、環境創造局、道路局

提案種別

制度関連

３年

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

5 臨海部における雨水排水施設の適切な維持管理及び浸水対策



◆局回答内容

担当者名 赤川 TEL

担当者名
山崎(下水道事業マ
ネジメント課)
尾崎(管路保全課)

TEL

担当者名
橋本（維持課）
国本（管理課）

TEL

対応する

対応の有無

671-7300

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 臨海部の浸水対策及び雨水対策施設の適切な維持管理ができるよう、排水施設の所管部署や役
割分担の明確化について、今後とも関係局として調整していきます。

港湾局 政策調整課

◇対応の内容

対応の有無

対応する場合
◇対応の内容

これまで関係局とともに様々な課題について協議を行ってきました。今後も引続き協議に応じ
てまいります。

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

道路局 維持課、管理課

対応する

671-2782（維持課）
671-2770（管理課）

環境創造局
下水道事業マネジメント課

管路保全課
671-2838(下水道事業マネ
ジメント課)
671-2832（管路保全課）

対応する

対応する場合

◇対応の内容

臨海部の雨水排水施設の適切な維持管理及び浸水対策ができるよう、今後とも関係課として、
協議に応じてまいります。また、既存道路の維持管理については、引き続き対応してまいりま
す。

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題
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